
壇 の 越 遺 跡
平成18年度発掘調査　現地説明会資料

平成18年８月５日（土）　午前10時30分～

加美町教育委員会
宮城県教育委員会

南２東西道路跡とSA5020材木塀跡（南西から　塀の北側に人が並んでいます）
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１．はじめに
　壇の越遺跡は、奈良・平安時代の陸奥国府・多賀城から北西約 35㎞の加美町鳥嶋・鳥屋
ヶ崎にあります。遺跡の北、20ｍほど高い台地の上には東山官

かんが

衙遺跡（以下、東山遺跡と

書きます）があります。東山遺跡は、東西約 300ｍ、南北約 250ｍの範囲を築
ついじべい

地塀で囲まれ、

内部は役人が政務や儀式を行った政
せいちょう

庁、当時の税の一つであった米を収納した倉庫が整然

と並んだ正
しょうそう

倉、宿泊施設である館
たち

などの施設が整然と並んでおり、律令国家が政治・軍事

的な拠点として造営した城
じょうさく

柵・官衙遺跡として国の史跡に指定されています。また、最近

の調査では、奈良時代後半以降新たに外郭施設が設けられ、隣接する壇の越・早風遺跡な

どを含めた東西 1.2㎞、南北 1.4㎞以上の広大な範囲を城柵内部に取り込んでいることがわ
かりました。

　壇の越遺跡は東山遺跡の南前面に位置しており、平成８年度から加美町教育委員会と宮

城県教育委員会によって発掘調査が行われています。その結果、遺跡の範囲は東西 2.0㎞、
南北 1.5㎞に及ぶ広大なものであること、遺構や遺物の内容が奈良・平安時代の一般的な集
落とは異なることから、東山遺跡と密接な関係を持っていたことがわかりました。

　本遺跡の特徴は、東西・南北の直線道路が約 110ｍ（１町）間隔で設けられ、広大な土
地が碁盤目状に区画されていることです（これを方

ほうかくちわり

格地割といいます）。方格地割は奈良の

平城京、京都の平安京といった都や多賀城、大
だざいふ

宰府（福岡県）、斎
さいくう

宮（三重県）など地方の

主要都市で確認されていますが、数は少なく、とくに国府より下位レベルの官衙で見つか

っている例はありません。こうしたことから、壇の越遺跡は考古学のみならず古代史や古

代交通の分野からも注目されており、全国的にも貴重な遺跡といえます。

２．調査成果の概要
  平成 18年度は、県営ほ場整備事業と県道改良工事に伴って遺跡が壊される、約 9,800㎡
について発掘調査を予定しています。本年度は奈良時代中頃から平安時代中頃の遺構や遺

物を発見しています。

①南北大路東側の調査で南３・４・５東西道路跡、東１・２・３南北道路跡を発見し、こ

のうち南３道路と東１道路（58区）、南４道路と東３道路（54区）では交差点を確認しま
した。これにより、方格地割が壇の越遺跡の東端まで施行されていたことがわかりました。

②道路跡の幅は、南北大路と南２道路、南５道路が６ｍ、その他は３～４ｍで、側溝は１

～２回改修されています。また、側溝が埋まりきる頃は 10世紀前葉に降った灰白色火山灰
が堆積しています。

③区画の内部からは、材
ざいもくべい

木塀跡や掘
ほったてばしらべい

立柱塀跡、掘立柱建物跡、竪
たてあなじゅうきょ

穴住居跡、井戸跡、畑跡、溝跡、

土
どこう

坑などが発見されました。

④ 67区で発見したＳＢ 5000は、南北５間（9.1ｍ）、東西３間（4.4ｍ）の建物跡で、床
面積は約 40㎡（畳 25枚ほどの大きさ）あります。
⑤ 66区で発見したＳＤ 5018溝跡は、幅が 4.0ｍ、深さは 1.0ｍほどあります。その北３
ｍにはＳＡ 5020材木塀跡があり、両者は東西 47ｍ以上平行します。
⑥出土した土器は、奈良時代中頃から平安時代前半頃（８世紀中葉～９世紀中葉）と平安



時代中頃（９世紀後葉～ 10世紀前葉）の土師器や須恵器です。前者は方格地割の道路側溝
や掘立柱建物・住居などから、後者は 56区のＳＤ 4978河川跡から出土しています。

３．まとめ
【方格地割】
①南５東西道路は、幅が 6.0 ｍ前後と南北大路並みであること、築地塀構築後（８世紀後

葉以降）も下位段丘の道路で唯一機能していることから、東西大路と考えられます。壇

の越遺跡の方格地割は、東西大路とそれに直交して東山遺跡南門にいたる南北大路を基

準として１町（約 110 ｍ）ごとに道路が設けられました

②道路の施行範囲は、西が西７南北道路、東は東３南北道路、南は南８東西道路までとみ

られます。　

③ 67 区で南１東西道路跡が発見されませんでした。西１南北道路跡から東側は、東山遺跡

がのる丘陵が迫るため、南１道路がつくられなかった可能性があります。

④道路側溝や地割内部の出土遺物をみると、方格地割は当初（８世紀中葉）から全体が碁

盤目状につくられていたと考えられます。こうしたあり方は、段階的に方格地割が形成

された多賀城南面の山王・市川橋遺跡と異なります。しかし、全ての区画に建物や住居

がつくられたわけではなく、時代によって居住施設の分布に偏りが認められ、空地とな

る区画もありました。

【地割内部】
⑤ 51～ 59区の遺構のあり方をみると、方格地割北東部は南北大路沿いを除いて建物や住
居の数が少なく、空いたスペースは畑などに利用されていたと考えられます。

⑥ 66区で発見したＳＤ 5018は、北に平行してＳＡ 5020材木塀がつくられることから屋
敷の南辺施設で、同時に南２東西道路の北側溝の機能も果たしていたと考えられます。

西１南１・２区の屋敷は、西・南・東がそれぞれ西１南北道路・南２東西道路・南北大

路に面し、北は 67区で南１東西道路跡が発見されなかったことから丘陵裾までいたる、
壇の越遺跡の中でも最も広い敷地を有していたとみられます。

⑦ 67区で発見したＳＢ 5000は南北５間、東西３間の南北棟建物跡です。建物の位置は、
西１南１・２区の西端に位置することから、副

そうのや

屋と考えられます。桁行が５間の副屋は

本遺跡で初めての例となります。屋敷は東山遺跡の南門を出てすぐ西に設けられたこと、

敷地面積が広いこと、南辺は材木塀と大溝（ＳＤ 5018）で画されていること、副屋はこ
れまでの中で最も大きいことから、壇の越遺跡の中でもトップクラスの格式を有してい

たと考えられます。

⑧主屋や副屋といった主要な建物が５間で、塀で囲まれた屋敷跡は、本例のほかに、東１

南８区や西５南５区、西５南６区で発見されていることから、格式の高い屋敷は南北大

路や東西大路沿いの区画に営まれたと考えられます。
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南 北 大 路（南から） 正面奥は東山官衙遺跡

東１南北道路と南３東西道路（南から） ＳＢ5000建物跡（南から）

ＳＡ5020材木塀跡（西から） ＳＤ4911外周溝跡土器出土状況
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